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二
〇
〇
八
年
に
始
ま
っ
た
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
に
も
と
づ
く
外

国
人
看
護
師
・
介
護
福
祉
士
候
補
者
の
受
け
入
れ
は
、
三
年
を
経
て
一
九

人
が
看
護
師
国
家
試
験
に
合
格
し
た
に
と
ど
ま
り
、
来
年
一
月
に
迎
え
る

初
の
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
も
苦
戦
が
予
想
さ
れ
る
。
参
加
施
設
も
来

日
者
も
減
っ
て
お
り
、
こ
の
枠
組
み
そ
の
も
の
が
問
わ
れ
る
事
態
だ
。
労

働
力
が
不
足
す
る
超
高
齢
社
会
に
、
能
力
あ
る
人
材
を
受
け
入
れ
定
着

さ
せ
る
た
め
に
は
、
抜
本
的
な
改
革
が
必
要
だ
。
そ
し
て
、
労
働
環
境
と

処
遇
の
底
上
げ
が
な
け
れ
ば
、
外
国
人
で
あ
ろ
う
と
日
本
人
で
あ
ろ
う
と

必
要
な
人
材
の
確
保
は
果
た
せ
な
い
。

当
初
か
ら
予
想
さ
れ
て
い
た
「
失
敗
」

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
看
護
師
資
格
を
持
つ
若
者
た
ち
が
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
も
と

づ
き
来
日
し
た
の
は
二
〇
〇
八
年
。
六
ヵ
月
程
度
の
日
本
語
研
修
の
後
、

各
地
の
病
院
で
看
護
助
手
な
ど
無
資
格
者
と
し
て
働
き
な
が
ら
、
滞
在

期
限
の
三
年
以
内
に
国
家
資
格
の
取
得
を
め
ざ
す
と
い
う
制
度
で
あ
る
。

現
在
ま
で
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
両
国
か
ら
六
〇
〇
人
近
く

が
や
っ
て
き
た
。

　

だ
が
、
昨
年
の
看
護
師
国
家
試
験
の
受
験
者
二
五
四
人
の
う
ち
、
合
格

朝
日
新
聞
東
京
本
社

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
学
校
主
任
研
究
員

岡
本
峰
子

お
か
も
と
　
み
ね
こ

一
九
八
九
年
朝
日
新
聞
社
入
社
。
同
社
大
阪
社
会

部
、
生
活
部
な
ど
に
勤
務
。
厚
生
労
働
省
担
当

記
者
、
医
療
グ
ル
ー
プ
デ
ス
ク
、
論
説
委
員
な
ど

を
経
て
、
現
職
。
著
書
に
『
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン

の
再
生
力
』（
共
著
）
が
あ
る
。

労
働
市
場
を
見
つ
め
な
お
す

外
国
人
看
護
師
・
介
護
福
祉
士
導
入
は
な
ぜ
停
滞
す
る
の
か

日
本
の
看
護
師
・
介
護
福
祉
士
資
格
取
得
を
め
ざ
し
て

来
日
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
若
者
た
ち—
—

。

多
く
が
、
夢
破
れ
日
本
を
去
っ
た
。

国
内
の
労
働
条
件
の
改
善
な
し
に
、
彼
女
た
ち
の
受
け
入
れ
を

進
め
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
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し
た
の
は
三
人
だ
け
。
今
年
三
月
の
試
験
の
合
格
者
は
一
六
人
に
増
え
た

が
、
合
格
率
は
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
っ
た
。
日
本
政
府
は
、
不
合
格

者
の
大
量
帰
国
を
避
け
よ
う
と
、
第
一
陣
で
来
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
候
補

者
の
滞
在
期
限
を
一
年
延
長
し
た
が
、
お
お
か
た
の
若
者
が
見
切
り
を
つ

け
て
帰
国
し
た
。
再
来
日
し
て
短
期
滞
在
で
国
家
試
験
を
受
験
す
る
こ

と
は
で
き
る
が
、
合
格
に
は
か
な
り
の
困
難
を
伴
う
だ
ろ
う
。
臨
床
で
三

年
の
ブ
ラ
ン
ク
は
大
き
く
、
母
国
で
キ
ャ
リ
ア
を
取
り
戻
す
の
に
も
、
険

し
い
道
の
り
が
予
想
さ
れ
る
。
希
望
を
も
っ
て
来
日
し
た
若
者
た
ち
の
挫

折
感
を
思
う
と
胸
が
痛
む
。

　

こ
の
「
失
敗
」
は
当
初
か
ら
自
明
だ
っ
た
と
も
い
え
る
。
す
で
に
資
格

を
も
ち
、
二
〜
三
年
以
上
の
臨
床
経
験
を
積
ん
だ
候
補
者
に
と
っ
て
、
大

き
な
壁
は
試
験
内
容
よ
り
日
本
語
だ
っ
た
ろ
う
。
政
府
は
問
題
の
漢
字
に

ふ
り
が
な
を
つ
け
た
り
、
疾
患
名
の
英
訳
を
付
記
し
た
り
と
配
慮
を
す
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
語
学
の
ハ
ー
ド
ル
は
あ
ま
り
に
も
高
い
。

　

そ
れ
を
支
え
る
日
本
の
病
院
や
施
設
側
の
負
担
が
大
き
い
こ
と
も
、
当

初
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
看
護
指
導
者
体
制
の
ほ
か
に
も
、
日
本
語
教

育
の
担
当
者
を
つ
け
た
り
、
同
国
出
身
者
を
生
活
相
談
者
と
し
て
招
い
た

り
し
た
施
設
も
あ
る
。
あ
っ
せ
ん
機
関
で
あ
る
国
際
厚
生
事
業
団
に
支
払

う
費
用
だ
け
で
も
一
人
あ
た
り
約
五
〇
万
〜
六
〇
万
円
。
日
本
人
並
み
の

給
与
を
保
障
し
雇
用
契
約
を
結
び
、
寮
や
生
活
家
電
を
用
意
し
、
手
探

り
で
試
験
対
策
の
教
材
を
つ
く
っ
て
応
援
し
て
き
た
病
院
に
も
、
徒
労
感

が
広
が
る
だ
ろ
う
。
呼
応
す
る
よ
う
に
両
国
か
ら
の
来
日
者
は
二
〇
〇
九

年
を
ピ
ー
ク
に
翌
年
か
ら
半
数
以
下
で
推
移
す
る
。
受
け
入
れ
施
設
数

も
半
分
か
ら
三
分
の一ほ
ど
に
減
っ
た
ま
ま
だ
。

　

さ
ら
に
、
介
護
福
祉
士
候
補
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
施
設
で
は
、
候

補
者
が
報
酬
の
算
定
と
な
る
人
員
数
と
し
て
数
え
ら
れ
ず
、
日
本
人
と

同
等
の
給
与
や
経
費
を
支
払
い
研
修
や
指
導
を
し
な
が
ら
も
介
護
報
酬

が
得
ら
れ
て
い
な
い
状
況
だ
。
来
年
一
月
に
迫
る
介
護
福
祉
士
候
補
者

に
と
っ
て
初
め
て
の
国
家
試
験
は
、
日
本
人
で
も
合
格
率
五
割
と
い
う

難
し
い
試
験
で
あ
る
。
受
験
に
は
三
年
の
実
務
経
験
が
必
要
と
い
う
条

件
を
満
た
す
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
候
補
者
第
一
陣
に
と
っ
て
は
最
初
の
試

験
で
、
な
お
か
つ
四
年
間
の
滞
在
期
限
か
ら
し
て
最
後
の
試
験
と
な
る
。

候
補
者
の
や
る
気
や
能
力
に
応
じ
た
滞
在
期
限
の
延
長
な
ど
、
何
ら
か

の
対
策
が
必
要
だ
。

　

日
本
政
府
は
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
も
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
も
と
づ
く
看
護
師
・
介
護
福

祉
士
候
補
者
の
受
け
入
れ
を
決
め
て
お
り
、
早
け
れ
ば
二
〇
一
三
年
度

に
も
実
現
す
る
。
だ
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
外
交
的
に
も
内
政
的
に
も
許
さ

れ
な
い
事
態
だ
ろ
う
。
来
年
度
の
候
補
生
か
ら
は
母
国
滞
在
中
に
日
本

語
研
修
を
三
〜
六
ヵ
月
行
っ
た
う
え
で
、
採
用
選
考
に
入
る
な
ど
、
来
日

前
の
一
定
の
語
学
力
確
保
に
務
め
る
と
い
う
が
、
日
本
語
習
得
と
並
行
し

た
外
国
人
向
け
の
国
家
試
験
対
策
講
座
を
国
の
責
任
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
化

す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
対
策
が
求
め
ら
れ
る
。
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資
格
を
得
る
こ
と
で
回
避
で
き
る
リ
ス
ク

　

移
民
の
呼
び
寄
せ
家
族
や
難
民
を
受
け
入
れ
て
き
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で

は
、
専
門
職
養
成
校
に
外
国
人
向
け
に
語
学
習
得
を
強
化
し
た
介
護
・

医
療
職
コ
ー
ス
が
あ
る
。
日
本
に
も
す
で
に
一
定
の
居
住
基
盤
を
築
い
て
い

る
在
日
外
国
人
で
、
医
療
介
護
職
に
転
職
し
た
い
人
た
ち
は
少
な
く
な
い

は
ず
だ
。
こ
う
し
た
形
も
参
考
に
な
る
。

　

と
は
い
え
、
受
け
入
れ
施
設
に
要
件
と
し
て
求
め
ら
れ
る
指
導
者
体
制

や
雇
用
契
約
に
か
か
わ
る
取
り
決
め
、
候
補
者
に
求
め
ら
れ
る
日
本
語
能

力
や
国
家
試
験
と
い
っ
た
関
門
を
、
ま
っ
た
く
な
く
し
て
よ
い
と
は
思
わ
な

い
。

　

そ
れ
は
労
働
者
の
処
遇
や
人
権
の
点
か
ら
で
あ
り
、
そ
し
て
患
者
・

利
用
者
の
安
全
や
ケ
ア
の
質
を
担
保
す
る
の
に
必
要
な
知
識
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
守
る
べ
き
だ
か
ら
だ
。

　

前
者
は
す
な
わ
ち
、
単
純
労
働
に
導
か
れ
た
日
系
人
労
働
者
の
「
定

住
者
」
資
格
や
外
国
人
研
修
生
・
技
能
実
習
生
制
度
へ
の
反
省
だ
。
多
く

が
製
造
業
で
働
い
て
い
た
日
系
人
労
働
者
は
、
不
況
と
雇
用
劣
化
と
と
も

に
派
遣
労
働
者
に
追
い
や
ら
れ
、
雇
い
止
め
に
あ
っ
て
い
た
。
研
修
生
や

技
能
実
習
生
は
、
転
職
や
転
居
の
自
由
を
奪
わ
れ
た
安
い
労
働
力
と
し
て

不
適
正
な
扱
い
を
受
け
て
問
題
と
な
っ
た
。
あ
っ
せ
ん
業
者
に
よ
っ
て
労
働

者
が
搾
取
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
同
じ
働
き
を
す
る
の

な
ら
日
本
人
と
同
じ
給
与
を
確
保
さ
れ
る
の
は
当
然
だ
。

　

後
者
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
命
や
健
康
に
か
か
わ
る
対
人
社
会
サ
ー
ビ

ス
業
だ
か
ら
こ
そ
求
め
ら
れ
る
の
が
十
分
な
言
語
力
や
対
応
力
、
適
応
力

だ
か
ら
だ
。
だ
が
こ
れ
は
、
職
業
上
の
利
点
の
み
な
ら
ず
、
本
人
が
地
域

社
会
に
溶
け
込
ん
で
暮
ら
し
、
次
世
代
を
育
て
る
力
を
備
え
る
た
め
に
も

大
事
な
こ
と
だ
。
こ
れ
ま
で
、
単
純
労
働
に
就
い
た
外
国
出
身
者
が
、
日

本
語
教
育
や
文
化
・
風
習
を
学
ぶ
機
会
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
社
会
か

ら
疎
外
さ
れ
た
例
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
。
欧
州
の
過
去
の
失
敗
か

ら
も
明
ら
か
だ
。

　

た
だ
、
ケ
ア
の
質
と
量
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
い
さ
さ
か
話
は

複
雑
だ
。
ケ
ア
と
は
何
か
、
だ
れ
が
実
施
す
る
も
の
か
、
ケ
ア
の
専
門
性

は
何
か
、
高
度
な
ケ
ア
人
材
と
は
何
か
を
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら

だ
。
看
護
師
と
介
護
福
祉
士
に
分
け
て
考
え
て
み
た
い
。

標
準
化
が
進
む
看
護
、
標
準
化
が
困
難
な
介
護

　

看
護
師
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に
需
要
の
高
い
高
度
専
門
職
と
さ
れ
、
町
か
ら

町
へ
、
国
境
を
越
え
て
移
動
し
て
き
た
。
先
進
国
は
世
界
的
な
採
用
活
動

を
し
て
、
獲
得
競
争
が
激
化
し
た
。
米
国
や
英
国
、
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
で
は
看
護
師
の
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
外
国
出
身
者
だ
と
い
う

報
告
も
あ
る
。一
方
、
送
り
出
す
後
進
国
は
保
健
医
療
職
の
不
足
に
あ
え

ぐ
。
政
府
を
挙
げ
て
看
護
師
を
大
量
養
成
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
同
国
人
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看
護
師
の
八
割
以
上
が
海
外
に
お
り
、経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）

諸
国
の
外
国
人
看
護
師
の
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
と
い
う
統
計
が
あ

る
。
自
国
の
保
健
医
療
資
格
職
が
国
を
離
れ
、
残
る
国
民
の
健
康
は
国
際

機
関
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
ア
フ
リ
カ
の
国
々
の
現
実
も

あ
る
。

　

実
際
に
働
く
に
は
各
国
に
試
験
や
語
学
の
障
壁
な
ど
は
あ
る
が
、
登
録

看
護
師
（registered nurse

）
と
し
て
世
界
的
に
教
育
内
容
の

標
準
化
や
統
一
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
専
門
職
だ
。
欧
州
連
合
（
Ｅ

Ｕ
）
加
盟
国
で
は
、
指
令
に
よ
り
原
則
、
資
格
認
証
が
行
わ
れ
て

い
る
。
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
は
二
〇
〇
六
年
、
加
盟

国
間
の
看
護
師
資
格
・
相
互
承
認
に
合
意
。
自
国
で
三
年
以
上
の
経
験
が

あ
れ
ば
、
加
盟
一〇
ヵ
国
内
で
看
護
師
登
録
を
行
え
る
よ
う
に
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
日
本
で
は
昨
年
ま
で
、
外
国
人
が
日
本
の
看
護
師
国
家
試
験

に
合
格
し
て
も
、
研
修
目
的
と
し
て
、
七
年
の
在
留
期
限
を
設
け
て
働
き

続
け
る
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
。
二
〇
〇
五
年
ま
で
は
四
年
、一
九
九
〇
年

ま
で
は
在
留
資
格
も
な
か
っ
た
。
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
外
国
人
看
護
師
候
補
の

導
入
が
、
そ
の
矛
盾
を
あ
ぶ
り
だ
し
た
。

　
一
方
、
介
護
福
祉
士
（certified care w

orker

）
は
、
高
齢
者
や
障

害
者
ら
の
身
の
回
り
の
介
助
や
生
活
支
援
、
自
立
支
援
を
す
る
国
家
資
格

と
し
て
一
九
八
七
年
に
で
き
た
日
本
特
有
の
資
格
だ
。
人
口
の
若
い
ア
ジ
ア

諸
国
で
は
か
つ
て
の
日
本
と
同
じ
よ
う
に
、
高
齢
者
の
介
護
は
家
族
が
担

う
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
成
熟
社
会
で
あ
る
欧
米
諸
国
に
ケ
ア
ワ
ー

カ
ー
の
資
格
や
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
あ
る
が
、
五
ヵ
国
調
査
を
二
〇
〇
四

年
に
ま
と
め
た
米
国
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｐ
公
共
政
策
研
究
所
は
、
職
種
や
提
供
す
る

ケ
ア
の
内
容
が
国
に
よ
っ
て
異
な
り
、
国
際
比
較
が
困
難
だ
っ
た
と
す
る
。

資
格
や
修
了
認
定
は
そ
の
ま
ま
移
行
で
き
な
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

ケ
ア
の
質
向
上
の
た
め
厚
生
労
働
省
は
、
そ
の
介
護
福
祉
士
国
家
試

験
の
水
準
を
高
く
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
現
在
は
、
三
年
以
上
の
実
務

経
験
が
あ
れ
ば
受
験
資
格
が
得
ら
れ
、
高
校
卒
業
後
に
二
年
以
上
の
養

成
校
を
修
了
し
た
人
は
受
験
な
し
で
資
格
が
と
れ
た
が
、
二
〇
一五
年
度

か
ら
は
全
員
に
国
家
試
験
受
験
を
課
す
。
実
務
経
験
者
に
も
研
修
を
求

め
た
り
、
養
成
校
で
の
教
育
内
容
を
充
実
し
た
り
す
る
な
ど
要
件
を
厳

し
く
す
る
改
正
法
が
今
年
成
立
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
改
正
以
前
か
ら

Ｅ
Ｐ
Ａ
に
も
と
づ
い
て
介
護
福
祉
士
養
成
校
の
修
了
を
め
ざ
す
フ
ィ
リ
ピ

ン
人
候
補
者
も
い
る
こ
と
か
ら
、
政
府
は
当
面
、
養
成
校
を
修
了
す
れ

ば
試
験
に
落
ち
て
も
「
准
介
護
福
祉
士
」
と
し
て
認
め
る
予
定
だ
。
あ

い
ま
い
な
資
格
を
つ
く
る
と
議
論
に
な
っ
た
が
、
日
本
人
の
養
成
校
修
了

者
も
同
様
に
、「
試
験
に
落
ち
て
も
准
介
護
福
祉
士
」
と
い
う
恩
恵
に
あ

ず
か
れ
る
。

　

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
上
の
在
留
資
格
に
医
療
分
野
が
で
き

た
の
は
一
九
九
〇
年
。
福
祉
分
野
は
ま
だ
な
い
。
だ
が
法
務
省
は
二
〇
一〇

年
に
策
定
し
た
第
四
次
出
入
国
基
本
計
画
に
お
い
て
、
日
本
の
大
学
を
卒



118外交Vol.10

業
し
て
介
護
福
祉
士
な
ど
の
資
格
を
取
得
し
た
外
国
人
に
つ
い
て
在
留
資

格
を
検
討
す
る
、
と
記
し
て
い
る
。
福
祉
職
種
が
高
度
人
材
に
近
づ
い
た
、

と
い
う
表
れ
だ
ろ
う
か
。
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
交
渉
を

視
野
に
い
れ
た
準
備
だ
ろ
う
か
。

厳
し
い
労
働
条
件
が
介
護
の
質
を
落
と
す

　

医
療
や
介
護
に
つ
い
て
質
向
上
と
い
う
と
き
、
厚
生
労
働
省
は
、
国
家

資
格
な
ど
を
持
つ
人
員
の
増
員
を
指
し
て
き
た
と
い
え
る
。
資
格
職
の
配

置
基
準
を
満
た
し
た
事
業
所
の
診
療
や
介
護
に
、
報
酬
を
加
算
す
る
、
と

い
う
か
た
ち
で
引
導
し
て
き
た
。
歴
史
が
古
く
医
師
と
並
び
称
さ
れ
る
歯

科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
な
ど
に
続
こ
う
と
、
い
ろ
ん
な
医
療
福
祉
介

護
職
の
職
能
団
体
は
、
理
学
療
法
士
、
社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉

士
な
ど
と
国
家
資
格
化
を
果
た
し
て
き
た
。　

　

二
〇
〇
〇
年
の
介
護
保
険
導
入
前
後
、
介
護
の
担
い
手
不
足
を
補
う
た

め
、
介
護
職
は
量
の
拡
大
が
図
ら
れ
た
。
女
性
に
家
事
や
育
児
を
し
な
が

ら
資
格
を
と
っ
て
も
ら
い
訪
問
介
護
な
ど
に
あ
た
っ
て
も
ら
お
う
と
、
介

護
事
業
者
は
、
規
定
時
間
の
講
習
や
実
習
を
受
け
て
取
得
す
る
民
間
資

格
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
一〜
三
級
資
格
取
得
者
の
養
成
に
つ
と
め
た
。

　

急
増
す
る
介
護
職
の
「
質
」
向
上
を
命
題
に
、
厚
生
労
働
省
の
社
会

保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
は
二
〇
〇
四
年
、
将
来
的
に
は
介
護
を
担

う
人
材
の
任
用
資
格
は
、
高
度
な
資
格
で
あ
る
介
護
福
祉
士
を
基
本
と

す
べ
き
こ
と
な
ど
を
提
言
し
た
。こ
れ
を
受
け
、ゆ
く
ゆ
く
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

資
格
は
介
護
保
険
の
算
定
対
象
外
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
、
業
界
で
は

見
ら
れ
て
い
る
。
実
際
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
三
級
は
〇
九
年
に
介
護
報
酬
の

算
定
対
象
外
と
な
り
、養
成
も
終
了
し
た
。
来
年
度
に
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

一
級
と
介
護
職
員
基
礎
研
修
が
統
合
さ
れ
、
介
護
福
祉
士
に
次
ぐ
高
度

な
介
護
資
格
と
な
る
予
定
だ
。
ま
た
、
介
護
福
祉
士
の
な
か
で
も
認
知
症

な
ど
特
定
分
野
に
知
識
と
経
験
豊
か
な
「
専
門
介
護
福
祉
士
」
と
い
っ
た

上
級
職
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

だ
が
、
い
ま
現
場
で
働
く
介
護
職
員
の
五
割
を
占
め
る
の
は
、
一
三
〇

時
間
の
講
習
や
実
習
で
と
れ
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
二
級
資
格
の
取
得
者
で
、

介
護
福
祉
士
は
三
割
に
と
ど
ま
る
。
介
護
福
祉
士
資
格
は
、
昨
年

度
ま
で
に
計
九
〇
万
人
が
取
得
し
た
が
、
二
〇
〇
七
年
時
点
の
推
計

で
は
、
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
介
護
福
祉
職
に
就
か
な
い
「
潜
在
介
護

福
祉
士
」
だ
と
い
う
。

　

そ
の
理
由
は
、
低
賃
金
や
労
働
環
境
だ
。
財
団
法
人
・
社
会
福
祉

振
興
・
試
験
セ
ン
タ
ー
が
二
〇
〇
八
年
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

で
は
、
他
分
野
に
就
労
す
る
介
護
福
祉
士
の
う
ち
、
福
祉
・
介
護
分

野
の
就
労
経
験
者
に
、
離
職
理
由
を
聞
く
と
「
給
与
等
の
労
働
条
件

が
悪
い
」
が
最
も
多
く
約
三
二
パ
ー
セ
ン
ト
。「
仕
事
の
内
容
が
き
つ

い
」
約
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
、「
体
調
を
崩
し
た
」
約
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と

続
い
た
（
複
数
回
答
）。
政
府
は
〇
九
年
に
介
護
職
の
人
材
確
保
や
処
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遇
改
善
の
た
め
、
介
護
報
酬
を
初
め
て
プ
ラ
ス
改
定
し
、
同
年
に
は

処
遇
改
善
に
取
り
組
む
事
業
者
に
交
付
金
支
給
を
始
め
る
な
ど
、
取

り
組
み
は
し
て
い
る
。
だ
が
、
介
護
職
の
賃
金
が
全
産
業
平
均
の
六

割
ほ
ど
と
低
い
状
況
か
ら
み
れ
ば
焼
け
石
に
水
。
介
護
福
祉
士
資
格

を
得
た
か
ら
と
い
っ
て
大
幅
に
収
入
が
上
が
る
わ
け
で
な
い
の
も
現
実

だ
。

参
入
し
た
く
な
る
労
働
市
場
と
は

　

日
本
は
二
〇
三
〇
年
に
は
人
口
の
三
割
が
、
五
〇
年
に
は
四
割
が
六
五

歳
以
上
と
い
う
超
高
齢
社
会
と
な
る
。
政
府
は
二
五
年
に
は
、
介
護
職
が

い
ま
の
二
倍
近
い
二
五
〇
万
人
必
要
だ
と
試
算
し
て
い
る
。
ニ
ー
ズ
は
高
い

介
護
職
だ
が
、
高
度
な
資
格
職
と
認
定
さ
れ
て
も
、
そ
の
処
遇
が
改
善

さ
れ
な
け
れ
ば
、
日
本
人
ば
か
り
か
外
国
人
に
と
っ
て
も
魅
力
あ
る
労
働

市
場
と
は
な
ら
な
い
。
世
界
的
に
み
れ
ば
ケ
ア
の
需
要
は
高
く
、
ア
ジ
ア

で
も
台
湾
や
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
で
は
住
み
込
み
で
家
事
や
子
守
、

高
齢
者
の
世
話
を
す
る
労
働
者
を
雇
う
例
が
多
い
。「
メ
ー
ド
」
の
役
割

を
超
え
た
介
護
専
門
職
種
の
働
き
を
求
め
る
の
な
ら
、
そ
れ
に
見
合
う
給

与
が
必
要
だ
。

　

賃
金
水
準
だ
け
な
い
。
過
労
や
燃
え
尽
き
症
候
群
と
い
っ
た
労
働
環
境

も
職
場
を
離
れ
る
理
由
と
な
る
。
介
護
職
に
比
べ
て
賃
金
水
準
が
高
い
看

護
師
で
も
、「
潜
在
」
者
は
五
五
万
人
と
推
計
さ
れ
る
。
看
護
職
も
ま
た
、

政
府
の
見
込
み
で
は
二
〇
二
五
年
に
は
い
ま
の一・四
倍
に
あ
た
る
二
〇
〇
万

人
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

　

国
際
看
護
師
協
会
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
ミ
レ
イ
ユ
・
キ
ン
グ
マ
氏

は
、
い
ま
の
国
際
的
な
看
護
師
争
奪
戦
の
も
と
で
も
あ
る
ア
メ
リ
カ
の

看
護
師
不
足
に
つ
い
て
、
著
書N

urses on the M
ove

（
邦
訳
『
国
を

超
え
て
移
住
す
る
看
護
師
た
ち
』」
で
こ
う
分
析
し
て
い
る
。
一
九
八
〇

〜
九
〇
年
代
の
病
院
リ
ス
ト
ラ
で
一
人
あ
た
り
の
仕
事
が
増
え
、
質
の
高

い
ケ
ア
の
質
が
で
き
な
い
と
い
う
不
満
が
高
ま
っ
て
離
職
が
進
み
、
医
療

費
効
率
化
で
患
者
の
入
院
期
間
短
縮
化
が
進
ん
で
ま
す
ま
す
労
働
が
過

重
に
な
り
、
や
が
て
高
卒
女
性
た
ち
に
人
気
の
な
い
職
業
に
な
っ
た
―
―
。

入
院
医
療
費
の
包
括
払
い
や
病
院
ベ
ッ
ド
の
稼
働
率
ア
ッ
プ
な
ど
医
療
費

効
率
化
が
進
む
日
本
に
も
通
じ
る
ス
ト
ー
リ
ー
だ
。

　

看
護
や
介
護
と
い
っ
た
対
人
サ
ー
ビ
ス
の
専
門
職
は
、
や
り
が
い
や
他

者
と
の
交
流
に
喜
び
を
見
い
だ
し
仕
事
を
続
け
て
い
る
例
も
多
い
。
だ
が

そ
の
善
意
に
頼
ら
ず
、
日
本
の
看
護
・
介
護
専
門
職
に
高
度
人
材
を
ひ
き

つ
け
る
魅
力
を
つ
く
る
大
転
換
が
い
る
。
ケ
ア
の
職
場
に
女
性
が
多
い
の

は
な
ぜ
か
、
そ
れ
は
妥
当
か
。
労
働
関
係
法
は
遵
守
さ
れ
て
い
る
か
。
尊

敬
を
集
め
る
職
業
か
。
こ
れ
ら
の
精
査
な
し
に
、
外
国
人
資
格
者
を
導
入

し
て
も
問
題
は
解
決
し
な
い
。
■


